
 

 

いじめのとらえと具体的対応 
～子どもの感情の育ちからみた「いじめ問題」～ 

 

9月16日(木)、『怒りをコントロールできない子への理

解と援助』の著者、大河原美以氏を講師に迎え、いじめ

の予防と対処において子どもの感情をどう育てていくの

か、学級でどう扱うのかを学ぶ講座がありました。 

感情制御の機能の発達モデルから、いじめ加害者は

いじめ被害者でもあり、その悪循環を絶つためには、大

人が子どものイライラ、クヨクヨの不快感情を安全に抱

えることができるように支援する必要性が話されました。

脳科学を土台に大変説得力のある講義でした。 

 

＜受講者の感想から＞ 

・子どもの不快な感情を無意識に否定してきていること

を認識しました。大人もその感情を聞ける強さが必要

であり、そこで勝負していかなければ、と思いました。 

・いじめ問題と子ど

もの感情の発生

プロセスが理解で

きました。自分の

いじめ対応の思

い込みに気づき

振り返ることがで

きました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
                                                          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

所長挨拶 

 暖かな秋を迎えている総合教育センターです。皆様のお蔭をもちまして、平

成 22 年度の当センターの事業も順調な推進を見せております。後半期に設けら

れております研修講座へも積極的な参加をお願いいたします。 

 今後寒い季節を迎えるにあたり、昨年猛威をふるったインフルエンザについ

ても罹患予防等の対策をとりながら研修においでになる皆様をお待ちしており

ます。 

 また、センター内では平成 23年度の講座運営の計画を練り始めております。

学力向上、不登校対策等の課題を抱えております学校現場でありますが、当セ

ンターにおきましても引き続き研修講座の中でも対応する考えです。機会があ

りましたら、当センターまでにご意見、ご希望をお寄せください。 
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長野県総合教育センター通信 

研修講座の紹介 
９・１０月に実施された講座の中から紹介します。 

 
１ Web を利用した総合実践 

Web総合実践システムを活用した総合実践について２日間講座を実施しました。 

１日目は，今年度バージョンアップした「スーパー実践くん４」の学校での設定方法や総合実践での運用方法を

研修しました。 

２日目は，システム・フューチャー株式会社代表取締役の福島様を講師にお招きし，電子商取引を体験できる

「サイバートレード」の演習を行いました。 

 
＜受講者の感想＞ 
・ 実践くんの管理および操作方法についての理解ができた。 

・ もっともっと面白い授業をしていくことが出来そうでワクワクします。 

・ 今回，直接自分自身で実習を進めてみて今まで以上のソフトの奥深さと楽しさを感じることができました。 

・ 「できないから学ぶ」研修を受けることの大切さを教えていただきました。 

 

２ 科目「ビジネス情報」におけるネットワーク管理 
今後，企業で必要とされる知識や技術は「データベース」と「ネットワーク」といわれています。センターのネット

ワーク関連の講座は，人気が高いため商業単独枠で開講しました。 

ピアツーピアやクライアント・サーバのネットワークの仕組みやサーバ活用についての実習を行いました。一人

につきサーバ１台，クライアント２台の環境で実習ができ，受講者に好評でした。 

        
＜受講者の感想＞ 
・ ネットワークの仕組みがわかった。 

・ 今まで，もやもやしていたネットワークの知識を整理することができた。 

・ 授業と同じ環境で実習ができ，サーバの活用についてよく理解できた。 

高等学校初任者研修「生徒指導研修Ⅱ」 
 

 10月12日（火）に高等学校初任者研修「生徒指導研修

Ⅱ」を行いました。午前は、発達障害についての理解を

深め、高等学校における特別支援教育について研修し

ました。午後は，「生徒指導提要」に触れながら、学校現

場における様〄な生徒指導に関わる課題について理解

するとともに、学校における情報モラル教育の大切さを

研修しました。さらに、班別の事例協議や発表を通じて

生徒への指導力の向上を図りながら、生徒への支援の

在り方について研修を深めました。 

＜受講者の感想から＞ 

・｢特別でない特別支援教育｣という言葉が印象的で、支

援を必要とする生徒やそうでない生徒にも、誰にでも

わかる授業を考えていくことが大切だとあらためて思い

ました。 
・生徒指導の場において、問題行動を未然に防ぐため

に、日頃から指導について省察を繰り返していかなけ

ればいけないと感じました。 

・早速生徒にも伝えたいと 

  いう内容で、非常に勉強 

  になりました。携帯電話 

 やネットの危険性をもっ 

 と知っておかなくてはい 

 けないと思いました。 

センター前の紅葉 



 

 
追加募集は 10日前まで受け付けています。ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで確認して電子申請にて申込みをお願いします。 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

分 野 講  座  名 日程 講  座  名 日程 

教科等 

いきいき高校古典 

実践に学ぶ中高連携数学 

豊かな心を育てる「外国語活動」 

道徳教育推進のために 

書写の授業はこう考える 

11/5 

〃 

〃 

11/11 

11/11～12 

必修！プログラムによる計測・制御 

「話すこと・聞くこと」の力を高める指導 

授業に活かす中学校化学実験 

中学校・高校音楽基礎Ⅱ 

11/16 
11/17 
11/18 

〃 

情報・産業 
すっきり!イントラネット A 

新科目「環境工学基礎」 

11/4～5 

11/11 

データベースシステム開発基礎 

マネジメントから始める学校創り 

11/18～19 

11/30 

生徒指導・

特別支援 
不登校の子ども支援で生かすこと 11/5 自閉症のある子の理解と支援 11/8 

  今からでも間に合う研修講座(11 月中に開催される講座) 

 

 

 

 
○ 高等学校 10年経験者研修 

「地域の歴史・文化に学ぶ」、「自然環境保護活動」、「教育におけるホスピタリティ」及び「国

際理解教育」の 4つのテーマから選択し、地域の施設に出かけて地域の財産から学ぶ地域研修

があります。主体的に参加できる体験型の研修であり、受講者には大変好評でした。 

○ 社会体験研修 

義務教育諸学校では「異業種体験」を行うとともに、10 年経験者研修や高等学校新任教頭研

修において、地域の社会福祉施設や企業等で体験研修を通して社会への視野を広げ、地域との

連携のあり方について実践的に研修を深めました。 

○ 高等学校初任者研修「夏期宿泊研修」 

７月28日（水）から30日（金）まで２泊３日で行われた「夏期宿泊研修」において、自然体

験学習として林業総合センターを会場に、木工体験と除伐作業を行いました。木工体験ではの

こぎりや釘を使って「状差し」を製作し、除伐作業では、鉈鎌やのこぎりを使って森林を整備

しました。「作業中、ふと我に返り、子供にかえったように思った。涙が出そうになった。」「自

分の作業をしおえた場所を見ると達成感があった。」という感想が聞かれるなど充実した研修で

した。 

    
  

 

 

 

 

 

 

 

    高等学校 10 年経験者研修 地域研修      高等学校初任者研修「夏期宿泊研修」  

 

 

 

 

 

 

平成 22 年度 指定研修から 


